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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、デカタングステン酸塩光触媒を用いたバリン誘導体のアンモニウム塩の位置選択的な

C(sp3)-H アルキル化、および脂肪族アンモニウム塩の C(sp3)-H アルキル化に基づく選択的脱アシ

ル化の開発に関するものであり、有機合成化学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論

文は博士（理学）の学位論文に値するものと認める。 

 


